
2021年８月21日　説教要約 
「神 (その２) - 愛の一致 -」ペテロの手紙 第一　１章１-２節 

　聖書は、天と地を創造された唯一の神が御父、御子、御霊なる神であることを明らかにしてい
る。説明を加えると次のように言うことが出来よう。御父、御子、御霊なる神は、それぞれが完全
な神として独立し、同時に存在しておられる。そして、それぞれが独立しながらも分けられることな
く、その思い、お考え、みわざの全てにおいて完全に一致しておられるお方なのである。 
　本日のみことばに御父、御子、御霊なる神の一致した働きが記されているので、見ていきたい。 

1節：この手紙はイエス・キリストの使徒ペテロによって書き送られた。手紙の受取人は、ポントス
からビティニアという小アジアの地域に散って寄留しているキリスト者である。この時代、彼らは地
域に住む未信者からの圧力のために戦いと葛藤の渦中にあった。この社会で、いや、この家庭でど
う生きていけば良いのだろうか。混沌とする世の中で、信仰に立ち続ける意味はあるのだろうか。
肉体的にも霊的にも命に直結する試練にある彼らであった。 
　そうした状況にあるキリスト者たちへ、ペテロは筆を走らせる。彼はキリスト者たちにどうしても
伝えなければならないことがあった。それは､「あなたがたは選ばれた人たちである」ということで
ある。ギリシャ語原文では「
¬�y�•�h
��h�j 」ということばが差出人の直後に置かれ、強調されて
いる。あなたがたは散って寄留しているその所で、神のみこころを行うために選ばれた存在である。
拷問のために死の危険に見舞われようとも、たとえ社会や家庭内で非難されようとも、その存在が
無視されようとも、あなたがたには果たすべき使命がある。その場所に置かれた意味がある。だか
らキリスト者として立ち続けよと、ペテロは読者たちの信仰を奮い立たせているのである。 
　私たちにも同じことが言える。当時のキリスト者たちが小アジアに散って寄留していたように、私
たちもキリスト者として、神を知らない人々の間に散らされている。クリスチャン人口が1%に満た
ないと言われるこの日本に私たちは寄留している。人と人がバラバラになり、争い、苦しめ、傷つ
け合う罪の世界である。選ばれたのがどうして私で、散って寄留している場所がどうしてここなのか
と思うことがあるだろう。しかし、全ては神の選びによるのである。あなたでなければならない理
由がある。あなたを通してでなければ成せないみわざがある。その場所でしか果たすことのできな
い使命がある。そのようにして、私たちは神から特別に選ばれ、救い出され、散らされた所で生活し
ているのである。なんと光栄なことであろうか。 

2節：こうした選びの背後には、神の “いのちをかけた” 働きがある。2節の「
¬�y�•�h
��h�j 」とい
うことばが３つの副詞句を修飾している。 

父なる神の予知のままに　 
　まず、御父なる神が「�'�Œ�w�‡�‡�t 」選んでくださった。使徒パウロも「
��x�z�K�’�T�a�Š�Œ�l�o

�M�”
��h�j�› 」(�é�Ú��	·����
… ) と述べている。御父は、私たちのことをよく知らないから選ばれたの
ではない。良い面だけをご存知で、選ばれたわけでもない。すべてをご存知のお方である。私たちが
どれほど弱いか。どれほど脆いか。どれほど自分勝手か。どれほど高慢か。そればかりでなく、私
たちの気質や性格のすべてをご存知である。御父は私たち自身よりも私たちのことをご存知で、それ
でも選んでくださった。御父が私たちのことをただただ恋慕い、一方的に選んで下さったのである。 



イエス・キリストの血の注ぎかけを受けるように (注ぎかけを通して) 
　選ばれた私たちがこのお方のものとされるためには、罪の赦しが必要である。そして、罪が赦さ
れるためには、人間の血が流されなければならない (�Ô�Ò�ç��	·����
… )。御父は、私たちを罰さずに、
しかし人間を罰して血を流させる方法を取られた。すなわち、御子を人として地上に遣わすという方
法である。人としてこの地上に来て下さったお方。それがイエス・キリスト。使徒ヨハネはこのお方
について証言している (�ä�Ë�É��	·������
… )。御子は永遠の昔から父なる神とともにおられる神であ
る。御父のもとから人として遣わされた御子は、罪の赦しをもたらすために十字架に架かり、血を
流して下さった。私たちに向けられた選びは、父なる神様との交わりから引き離された御子の十字
架を通して成し遂げられたのである。これもまた、御父と御子の一方的な働きによると言うことが出
来よう。 

御霊による聖別によって 
　人はみな、十字架の出来事を本当の意味で知ることが出来ない。人は肉に属している罪人であ
り、霊的に盲目な存在だからである。それゆえ、私たちには「聖別」が必要なのである。肉なる私
たちを神様に属するものとして聖く取り分けて下さったお方。それが御霊なる神なのである。�ä�Ë

�É�wñ�;	{����	·����
… にある通り、御霊も御子と同様、父なる神のもとから遣わされた神である。御
子を通して御父のもとから遣わされた。私たちは自分の罪になかなか気づかなかった。罪の赦しを
必要としていなかった。しかし、御霊なる神様が、聖別によってそれを気づかせてくださった。私た
ちを神様のものとして聖く取り分け、悔い改めを促して下さったのである (イザヤ書6章1-6節を参
照)。そして今も、私たちのうちに住われ、私たちがキリスト者としての使命を十分に果たすように
なるために、継続して働いて下さっている。 

愛の一致 
　以上のように、御父、御子、御霊なる神には寸分のズレもない。なぜだろうか。それは、お互い
に対する愛が完全だからである。神は愛において完全に一致しておられる。ゆえに､「
��x�j�p�b 」
ということばが成り立つのである。そして、神のこの愛が私たちにも向けられているのである。 

選びの目的 
　最後に、ペテロは私たちが選ばれたその目的が「� �¤�µ�~�©�æ�µ�Ä�t	H�O 」ことにあると言う。2
章21節以降にこのお方について記されているが、御子はこの地上での生涯において、その口に欺き
がなかった。私たちのためにののしられたが、それでもののしり返すことをなさらず、苦しめられて
も脅すことをなさらなかった。お遣わしになった御父のみこころを行うために、死に至るまで忠実
であられた。私たちは選ばれた者として、このお方に従う者でありたいと願うのである。 
　私たちの力には限界がある。私たちの愛は不完全である。ペテロ自身がそのことをよく知ってい
たであろう。彼は神を知らない人々を前に、神との関係を否定した。その信仰を捨てようとした。
しかし、神の一方的な御支えにより、エルサレム教会とその地域で大いに用いられるキリスト者と変
えられたのである。ペテロが2節で神の働きを記しているのは、私たちの目をこのお方の一方的なみ
わざに向けさせるためである。試練の中にあっても、このお方のみわざを仰ぎ見よと言わんばかりで
ある。私たちを選ばれた神は、日々の生活にも深く関わって下さっている。私たちはキリスト者とし
て、この「
��w�š�—�t�‘�l�o	��’�•�o 」(��	·��
… )、使命を全うする者でありたい。
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